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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞
· 次回給食委員会は、2/17（金）16時より2階会議室で実施予定。

＜外来より情報提供＞

· 村田　昭一様～職親意見書を希望され、担当医に作成していただいている。

· 横町　浩様～運動しているのでぐっすり眠れている、体重も減ったと話されている。

· 関　秀治様～時々考え事をすると頭痛がするとのこと。青山荘は来月で二年目となるが在所延長
　　　　　　する予定であると本人自ら話されている。

· 田名部　一樹様～「土曜日に眠剤を飲まずに夜に起きていたい。」と話される。理由を伺うと、休みの日は午後の2時頃まで何もしていないので、夜活動したいとのこと。外来医より夜中に活動するのではなく、日中の過ごし方を見直すように話されている。

· 麦沢　守様～「デイケアを退所したい」と話されている。理由については、・母が仕事を辞めたため通う手段がなくなった、・公共機関で通うとなると金銭的に難しい、・現在就労を考えている為デイケアよりも、就労の活動をしたい、とのこと。

昨年の4月頃より、交通方法の関係で通所が途絶えがちとなっていたこともあり、外来医より「そういう事情であれば、デイケアスタッフにも相談するように」と話されている。

＜利用者様情報＞

· 関口　禅様、中居　松男様～青山荘より情報提供あり。昨日調理教室の話し合いの最中、関口様の
　　　　　　　「米を３合研ぎます」との発言に対して、中居様が関口様の後方にある米びつを指
　　　　　　　差したり、「（３合だと）金がかかる」と話し掛けるなどしている。関口様はしつ
　　　　　　　こく言われたことに腹を立て、持っていたボールペンで中居様の頭を叩いたとのこ
　　　　　　　と。この時、スタッフは席をはずしており、本人たちから話を伺ったとのこと。
　　　　　　　本日夕方改めて青山荘にて面談実施するとのこと。

· 畑　正雄様～昼食時ご飯を盛る量が多く、選択メニューの際はA、Ｂ両方盛ろうとされる。本人様「わかっている」と表面的な返事をされており引き続きご飯の量について様子を見ると共に、多ければ本人に声掛けを行っていく。
· 河村　哲久様～本日電話連絡にて「今月はデイケアを休もうと思います。」と話されている。

· 小野寺　ノリ様～夕食後、青風荘ではなくデイケアへ戻ろうとすることがあるため、スタッフ見守り声掛け実施していく。
· 倉石　ヨシエ様～17時にスタッフと青風荘へ帰荘することとなっているが、一人で青風荘へ帰ろうとされることがあるため、帰荘時間を繰り返し説明しスタッフ見守りしていく。
· 麦沢　守様～外来後デイケアへ来所。「外来医へデイケアを辞めたいことを伝えてきた。」とのこと。スタッフより、「以前デイケアに籍を置いているだけでも安心する。」と話されていたが現在はどうか伺うと「そんなこと言ったかな？来れてないから、籍があっても無くても一緒。それに今は就職を強く考えているし、それに向けた取り組みもしている。」と話される。具体的には、電気工事士の資格をとる為に図書館で勉強しているとのこと。家族の意見を伺うと「母は辞めてもいいと話しているが、姉は岩手にいて遠い為話していない。」とのこと。今後は青明舎の利用を考えているとのことで、主治医へ情報提供し、退所についての確認を行っていく。

· 中居　美津子様～昨日下妻様に過干渉となっている件で本人様と面談実施している。

　　　　　　　　　スタッフより最近下妻様への関わりが過度になっていることと、下妻様もプライベートな時間の関わりが多くなっていることを負担に思っていることを伝えると「ああ、そうですか」と話される。本人様「下妻さんが悩みを聞いてくれ、一番話しやすいが、今度からは考えて行動します。」と話される。

　　　　　　　　　　スタッフより

・人と上手く付き合っていくには適度な距離を取ることがポイントであること

・急ぎの内容以外は電話ではなく翌日のナイトケア内で済ませること

・両者のナイトケアでの目的を達成する為に、今後もスタッフ側から助言を行う時があること

・本人様はナイトケアで唯一の女性メンバーであるため、スタッフ側でも心配しており、今後も悩み事のある際にはいつでもスタッフへ相談すること。

を伝えている。スタッフの話を聞き本人様「ありがとうございます」と笑顔で話される。

面談中そわそわと落ち着きない様子あり、面談終了後も表情暗いものの、落ち着いて過ごされている。

・高橋　百壽様～午前の体育館でのプログラム終了後、体育館よりレストランへ移動されるが、昼食を取らずにデイケアまで移動される。スタッフより声掛けを行い再度レストランへ移動し昼食を取って頂く。また昼食後レストランの階段にてタバコを吸おうとされているため、スタッフよりタバコは定められた場所で吸うように説明している。デイケア内でも、動作緩慢であり様子観察していく。

· 田名部　浩平様～体育館移動時、レストランから急にデイケアへ戻ろうとされ、スタッフより「どこに行くのですか？今から体育館にいきますけど。」と話し掛けると思い出したように「ああ、そうだった。」と話される。デイケアへ戻ろうとした理由について伺うが、「いや、別にない。」と話される。スタッフに無断で外出しようとすることが度々あるため、様子観察していく。

また、1/17電話にてデイケアを辞めたいと話していた件について、スタッフから詳しく伺うと、「あの時は母親とケンカしてつい言ってしまっただけです。これからも通おうと思うのでよろしくお願いします。」と話されている。

· 横山　耕生様～1/25退院療養検討会議開催、1/31に退院予定。退院後は青山荘、デイケアを利用する予定である。デイケアでの仮の担当を猿ヶ沢とし、摩尼・猿ヶ沢が退院療養検討会へ参加することとする。

· 鈴木　茂子様～現在体験利用中であるが定期的に通所できているため、主治医へ確認を取り、必要書類の準備をし、そろい次第正式利用の予定である。

· 中川原　義雄様～現在体験利用中。市民病院の主治医よりデイケアへの紹介状を作成してもらうよう本人様へ説明している。また、スタッフからも市民病院へ本人様の情報提供の依頼を行い連携を取っていく。

